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   We evaluated the urodynamics in women with urethral stricture after urethral dilatation. A 
total of 16 patients underwent treatment with gradual urethral dilatation at increasing intervals (2 
weeks, 1 month, 3 months and 6 months). Their urethra was dilated up to 30 F. with metal sounds. 
Urethral calibration with bougie  a boule, uroflowmetry and urethral pressure profile were performed 
before urethral dilatation and 1 week after the last dilatation. 
   The urethral caliber was increased from  18.1+0.6 F. to  23.5+1.0 F. (P<0.005), average flow  race 
from  9.4±0.8  ml/sec to  11.2+1.1m1/sec (P<0.025) and maximum urethral pressure with a full 
bladder decreased from  105.4+9.4  cmH20 to 87.5±10.5  cmH2O (P<0.05). 
 With gradualurethral dilatation with metal sounds, (1) the urethra was significantly dilated, 
(2) maximum urethral pressure was significantly decreased and (3) average flow rate was signifi-
cantly increased. 
                                                    (Acta Urol.  Am. 38: 15-17, 1992) 
















直線 金属性 ブ ジー(Sklar製DittelUrethral
Sounds)を用いた尿道拡張法は,初 回尿道拡張後,2
週間,1ヵ 月,3ヵ 月,6ヵ 月間隔で行い,毎 回30






















尿道 拡 張 前 の尿 道 径 は,平 均18・1F・で あ つた ・ 尿
道 拡 張 後 の尿 道 径 は,平 均23,5F.と有 意 に 絃 張 して
い た(P<0.005)、尿道 拡 張 法 に よ って,尿 道 が拡 張
され た ものは16名の うち14名(87.5%)であ り,こ の
うち22F.以 上 に拡 張 され た もの は}1名(68.8%)
で あ っ た(Table2).
尿道 拡 張 法 前 後 に お け る尿 流 量 率 の変 化 に つ い て は
最 大 尿流 量 率 は,拡 張法 鰍 こは 平 均16.9m1/secで
あ り,拡 張 後 は 平 均18.9ml/secと、 尿 道 拡 張 法 前 後
に お い て有 意 な 変 化 は認 め られ な か った.平 均 尿 流 最
率 は,拡 張 法 前 に は,平 均9.4日臓1/secであ った が,拡
張 後 は 平均ll.2ml/secと有 意 に 増 加 した(P<O.025





































































測 定 時 の排 尿 量 は,拡 張 法 前 は373.3±16.5mlであ
り,拡 張 法 後 は398.6±1フ.6mlと有 意 差 は 認 め な か
った.
尿道 拡 張 法 前 後 に お け る尿 道 内 圧 の 変 化 を 検 討 す る
と,膀 胱 充 満 時 の 最 大 尿道 内圧 は,拡 張 法 前 に は 平 均
195.4cmK20であ っ た が,拡 張 後 に は 平 均87・5
cmH20と 有 意 に低 下 して い た(P>0.05).しか し,
膀 胱 充 満 時 の 全面 積 は,拡 張 法 前 に は 平 均5.4cm2
で あ り,拡 張 後 に ほ5.icm2と や や 減 少 した も のの,



















































































なお,本 論文の要 旨は第55回日本泌尿器 科学会 東部総会
(松本)に おいて発表 した.
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